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日本体育協会のスポーツ参画人口の拡大方策
～第２期スポーツ基本計画を受けて～

専務理事 泉 正文
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日本体育協会の国民スポーツ推進方策

◆イベント事業
国民体育大会（国体）
日本スポーツマスターズ
国際交流（選手・コーチ）

◆クラブ／エリア事業
・スポーツ少年団の育成
・地域スポーツクラブの育成・支援
・地域スポーツ施設の整備促進と
運営支援

◆ソフトインフラ事業
スポーツ指導者育成（資格認定）
スポーツ医・科学研究
スポーツ情報・広報
社会貢献活動

子どもから高齢者まであまねく人々が生涯にわたってスポーツを安全に、楽しく
「する、みる、支える」ことができる環境を整備（＝生涯スポーツ社会を実現）す
るための事業を推進しています。



地域
スポーツ

事業

人材

施設

組織・機関

スポーツ参画人口の拡大に向けた今後の取組み

イベント
プログラム

ｽﾎﾟｰﾂ指導者
ｸﾗﾌﾞﾏﾈｼﾞｬｰ
ｽﾎﾟｰﾂ推進委員

運動部活動
体育協会
ｽﾎﾟｰﾂ少年団
総合型ｸﾗﾌﾞ

公共ｽﾎﾟｰﾂ施設
学校ｽﾎﾟｰﾂ施設
民間ｽﾎﾟｰﾂ施設

◆スポーツ指導者の養成
（5種16資格50万人）
・世界基準の制度への改定
・「ｸﾞｯﾄﾞｺｰﾁ育成のための
ﾓﾃﾞﾙ・ｺｱ・ｶﾘｷｭﾗﾑ」導入

・部活動指導者向けの資格
新設・有資格者の活用支
援（マッチング）

◆総合型クラブの育成支援
・登録・認証制度の検討
◆スポーツ少年団の育成
・第10次育成6か年計画
・幼児の団員登録開始

◆ｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾁｬｲﾙﾄﾞ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
・幼稚園や保育所、放課後子ども
教室への普及

◆中高年向けの運動プログラム
・健幸華齢支援プログラムの開発

市区町村体育協会や総合
型クラブでの施設管理・
運営

3



日本体育協会公認スポーツ指導者制度改定

達成目標

日本体育協会公認スポーツ指導者制度を
我が国スポーツ界全体で方向性を共有した
世界基準の指導者制度にする

ミッション

： 新しい時代に求められる資格のあり方を検討し、「スポーツ・
コーチングに関する国際枠組み（ISCF）」を参考に、指導者のパ
スウェイを明確にする

： 国内スポーツ団体と連携し、各団体の人的・情報資源を活用した
オールジャパンでの指導者育成体制を確立する

： コーチ育成のためのモデル・コア・カリキュラムを導入する

： 学校教員の資格取得を支援する

Mission.1Mission.1

Mission.2Mission.2

Mission.3Mission.3

Mission.4Mission.4
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モデル･コア･カリキュラムの導入

導入計画
＜日本体育協会＞
●平成30年度から指導者資格更新のための研修、指導者養成講習のカリ
キュラムに導入

＜大学＞
●教員養成系･体育系大学授業への導入に向けて平成30年度から全国の大学へ
普及促進（H28～29年度は大学でのトライアル実施）
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部活動指導員へ有資格者の活用支援（マッチング）
イメージ

学校

（運動部活動）

人材派遣会社日本体育協会

公認ス
ポーツ指
導者

指導・大会引率等

指導者の派遣

必要な研修

資格認定
資格登録

部活動指導員としての位置づけ

人材登録

指導者情報提供
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日本スポーツ少年団第10次育成6か年計画 ‐アクションプラン2017‐
～スポーツで人々をつなぎ、地域づくりに貢献しよう～

●全体目標
スポーツを通して地域の人々がつながるスポーツ少年団組織の構築

●数値目標
2022 (平成34)年度までに対象年齢に対するスポーツ少年団への登録率を増加させる (約10年前の水準に戻す）

●目標達成に向けた取組み (計20項目)
1. 組織の整備・強化 2. 指導者・リーダーの育成 3. 活動の充実
4. スポーツ少年団の理念の普及・実践とオリンピック・ムーブメントの推進

東京2020
オリンピック・
パラリンピック
競技大会の開催

スポーツ
基本計画

スポーツ宣言日本
スポーツの21世紀的価値
素朴な運動の喜びを公正に分
かち合い感動を共有する
身体的諸能力を自在に活用す
る楽しみを広げ深める
自らの尊厳を相手の尊重に委
ねる相互尊敬

<策定背景>

スポーツ推進方策

スポーツ少年団の将来像

スポーツ
基本法

[策定] [実行]

<地域における位置づけ>

地域スポーツクラブとしての
スポーツ少年団

指導
者

保護
者

育成母集団

団員

主競
技

運動

遊び

所属
団活
動

他団
との
交流

“皆がスポーツを楽しむ”

大人
高齢者

中学生
高校生

幼児
小学生

関係行
政

学校
教育委員会

スポーツ
推進委員

競技団体
青少年団体

スポーツ少年団の理念の実現
一人でも多くの青少年にスポーツの歓びを提供する
スポーツを通じて青少年のこころとからだを育てる
スポーツで人々をつなぎ、地域づくりに貢献する

スポーツを通して地域の人々がつながる

[結果・成果]

環境整備
(幼児期ACP
・ACP 等）

連携強化
(幼児期ACP
・広報活動等)

連携強化
(フェアプレー
・ACP 等) 連携強化

(相互協力等)

環境整備
(「する」スポーツ
・登録規程見直し等)

理解促進
(紹介・体験等)

活動継続促進
(登録規程見直し
・理解促進等)

連携強化
(広報活動連携等)

連携強化
(広報活動連携等)

➡重点アクション：①理念の継承と意識の改革
②制度の改革
③活動内容の改革

幼稚園
保育所等

障害のある
子ども
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8（2011年10作成）

児童期（小学校低～中学年）

（2015年2月作成）

幼児期（年中～小学校低学年）

アクティブ・チャイルド・プログラム
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小学校がACP講師を招き、児
童にさまざまな運動遊びを体
験してもらうことで、からだ
を動かすことの楽しさを感じ
てもらう

教員を対象としたACP研修会
を併せて開催し、教員にも
ACPに興味を持ってもらい、
体育の授業や休み時間の運動
に利用してもらうことを狙い
とする

小学校でのACP活用事例
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アクティブ・チャイルド・プログラム（ＡＣＰ）の活用
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幼稚園でのACP活用事例

幼稚園において、ACPを活用
した月１回のスポーツ教室、
毎朝の外遊びを実施。
年少、年中、年長のそれぞれ
に合わせた声掛け、指導の工
夫を行い、幼児にさまざまな
運動遊びを体験してもらうこ
とで、からだを動かすことの
楽しさを感じてもらう。


